
第 34回評議員会 簡易報告 

 

日時：2014年 11月 1日（土）15：15～18：00 

場所：大手町サンスカイルーム２７階 

 

議題 

１ 第 33回評議員会議事要録の承認 

２ 2014年度 6月から 10月までの事業報告及び今後の日程（案）について 

３ 部会からの報告 

４ 理事・評議員情報交換会 

 

記録（抜粋） 

 

■ 入会 菰野（こもの）ユネスコ協会 

■ 全国大会とブロック研究会のあり方について説明があった 

全国大会 

１ UNESCO 理念の確認と連盟の方針をふまえ、広くユネスコ活動に資する基調講演

の実施 

２ ユネスコ活動の活性化に貢献した構成団体会員、企業団体、ユネスコスクールなど

の表彰 

３ 全国ユネスキャンの交流の場 

４ 文化フェスティバルとエクスカーションなどを通して開催地の活性化へ貢献 

ブロック研究会 

１ ユネスコ活動研修の場とする。参加は個人会員や一般市民等にも案内する。 

２ 内容は地域やブロックに資するような主体的研究会とする。 

３ ただし分科会の一つとして、構成団体実務者と日ユ職員との交流を軸に、情報処理

など活動活性化のための実務運営分科会（仮称）をもうける。 

４ 必要に応じて、ブロック理事および日ユ事務局は積極的に主管ユ協をサポートする。 

 

■ゆるきゃら追加 

 かきそんじろーに続き、貼りそんじろー、使いそんじろーが登場 

 

感想 

 

●約半年ぶりとなる評議員会に参加したのだが、財務状況はどうなったのだろうか。3か年

計画及び 5か年計画の進行状況が気になる。 



●主要事業の実施報告資料（評議員会資料３）のキャンプのテーマが「いっ歩？知らな

い自分み？つけた！」となっており、困惑してしまった。どうやら、資料作成者は記号

（～、？、！）の使い分け、もしくは表示の仕方が分からないのではないかと考える。 

●ブロック研究会のあり方に提案があり、実務運営分科会（仮称）を設けるという。 

「実務者」がどういった者にあたるのか説明がない上、日ユ職員との交流、情報処理を

するという。ここまで形の見えない分科会は初めてだし、それよりも「研究会」のあり

方を考えるべきではないかと思う。今までの様にやるのならば、「ブロック交流会」と

か「ブロック自慢大会」などへ名称変更したほうがよさそうだ。 

 

文責：岐阜県ユネスコ協会 石川 航 


